
と
し
、
準
備
に
は
特
に
念
を
入
れ
た
。
そ
の
た
め
ワ
グ
ネ
ル
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た
。
そ
れ
は
新
政
府
に
と
っ
て
初
め
て
の
経
験
で
あ
り
、
西
欧
技
術
迫
入
と
貿

め
る
。
そ
の
契
機
と
な
っ
た
の
は
ウ
イ
ー
ソ
万
国
博
覧
会
へ
の
参
加
で
あ
っ

設
償
（
明
治
九
年
）
に
よ
る
西
洋
美
術
移
植
で
あ
る
が
、

既
述
の
よ
う
な
伝
統

美
術
の
衰
微
に
対
し
て
も
全
く
無
為
無
策
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
明
治
四

年
に
大
学
（
の
ち
の
文
部
省
。
当
時
の
大
学
大
丞
は
佐
野
常
民
叙
頭
豆
臼
情
）
の
献
言

を
容
れ
て
古
器
物
保
護
の
太
政
官
布
告
を
発
し
、
同
年
文
部
省
（
文
部
大
丞
町
田

久
成
蘇
翌
訂
）
を
設
置
す
る
や
、
こ
こ
に
博
物
局
を
置
き
、
古
器
物
の
収
集
、

保
存
、
展
観
の
業
務
に
着
手
さ
せ
る
な
ど
の
措
置
を
と
っ
て
い
る
。

博
物
局
の
設
置
は
文
化
財
保
護
行
政
の
端
緒
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
し

か
し
、
当
時
の
規
模
は
貧
弱
で
、
し
か
も
、
殖
産
興
業
路
線
に
組
み
込
ま
れ
て

行
っ
た
た
め
、
文
化
財
保
護
機
関
と
し
て
の
機
能
は
十
分
に
果
た
し
得
な
か
っ

た
。
物
品
の
保
存
に
関
す
る
措
置
は
か
く
の
ご
と
き
で
あ
り
、

一
方
、
美
術
家

の
保
護
に
つ
い
て
は
な
ん
ら
な
す
所
が
無
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

と
こ
ろ
が
、
明
治
六
年
以
後
、
政
府
は
一
転
し
て
美
術
行
政
に
力
を
入
れ
始

易
拡
大
の
絶
好
の
機
会
で
あ
っ
た
か
ら
、
政
府
は
国
を
あ
げ
て
参
加
す
る
こ
と

g
e
n
e
r
 1
8
3
0
1

1
8
9
2
.

大
学
東
校
御
雇
教
師
、
化
学
担
当
）
に
出
品
顧
問
を
依
嘱
し
、

そ
の
指
導
の
も
と
に
日
本
の
伝
統
的
美
術
工
芸
品
を
中
心
に
出
品
す
る
こ
と
と

し
た
。
欧
米
先
進
国
が
工
業
力
を
競
い
合
う
万
国
博
覧
会
で
対
等
に
競
い
得
る

力
が
日
本
に
無
か
っ
た
た
め

に
こ
の
措
置
を
と
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
予

想
を
遥
か
に
越
え
て
大
好
評
を
博
し
、
新
政
府
が
国
際
舞
台
に
初
名
乗
り
を
あ

げ
る
に
相
応
し
い
睦
と
な
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
美
術
工
芸
品
の
海
外
需
要
が

激
増
す
る
き
っ
か
け
と
も
な
っ
た
。
こ
の
成
功
に
よ
り
、
政
府
は
以
後
特
に
外

貨
獲
得
の
観
点
か
ら
美
術
工
芸
の
奨
励
に
意
を
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。
明
治
七
年
に
は
政
府
の
援
助
の
も
と
に
起
立
工
商
会
社
（
同
二
十
四
年
に
経

営
難
に
よ
り
解
散
）
が
発
足
。

同
社
は
多
く
の
エ
人
を
麗
い
入
れ
て
大
規
模
な
美

術
工
芸
品
製
造
を
行
い
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
や
。ハ
リ
の
支
店
を
通
じ
て
販
売
し
、

大
い
に
外
貨
獲
得
の
任
を
果
た
す
と
と
も
に
、
政
府
が
海
外
博
覧
会
に
参
加
す

る
た
び
に
情
報
提
供
等
の
役
目
も
果
た
し
た
。
社
員
の
中
に
は
の
ち
に
本
校
に

関
係
し
た
者
が
多
く
居
た
。
ま
ず
、
社
長
の
松
尾
儀
助
は
本
校
商
議
委
員
と
な

り
、
蒔
絵
の
エ
人
で
あ
っ
た
小
川
松
民
、
金
井
清
吉
、
白
山
福
松
は
本
校
漆
工

科
の
指
導
者
と
な
り
、
金
属
彫
刻
の
エ
人
杉
浦
清
太
郎
、
同
滝
次
郎
は
本
校
彫

金
科
の
指
迎
者
と
な
る
。
同
科
の
中
心
的
指
導
者
と
な
る
加
納
夏
雄
も
同
社
の

受
注
製
作
に
携
わ
っ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
奨
励
策
は
美
術
工
芸
分
野
の
一
角
に
活
気
を
あ
た
え
、
伝
統
を

見
直
す
気
運
を
あ
る
程
度
呼
び
起
こ
し
た
点
で
効
が
あ
っ
た
が
、
し
か
し
そ
れ

は
飽
く
ま
で
も
富
国
策
の
一
環
と
し
て
と

っ
た
策
で
あ
っ
て
文
化
政
策
で
は
な

く
、
し
た
が
っ
て
美
術
行
政
と
称
す
る
に
足
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
傾

向
ほ
の
ち
の
ち
ま
で
尾
を
引
き
、
や
が
て
岡
倉
覚
三
ら
の
運
動
に
よ
っ
て
改
革

が
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

内
国
勧
業
博
覧
会
の
美
術

明
治
七
年
、
内
務
省
が
創
設
さ
れ
、
大
久
保
利
通
が
初
代
内
務
卿
に
就
任
。

富
国
強
兵
を
目
標
と
す
る
勧
業
政
策
を
本
格
的
に
推
進
し
始
め
る
が
、
大
久
保

は
海
外
博
覧
会
へ
の
参
加
を
西
欧
先
進
技
術
の
導
入
及
び
輸
出
拡
大
の
手
段
と

し
て
非
常
に
重
く
見
、
翌
八
年
の
メ
ル
ボ
ル
ソ
万
国
博
覧
会
の
際
か
ら
参
加
業
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務
を
内
務
省
管
轄
下
に
置
き
、
ま
た
、
国
内
で
も
勧
業
博
覧
会
を
逐
次
開
催
す

る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
結
果
、
明
治
十
年
に
は
上
野
で
第
一
回
内
国
勧
業
博
覧

会
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
ち
ょ
う
ど
西
南
戦
争
の
さ
な
か
で
あ
っ
た
が
、

鉱
業
冶
金
術
、
製
造
物
、
美
術
、
機
械
、
農
業
、
園
芸
の
各
部
門
に
全
国
か
ら

多
数
の
出
品
物
が
集
ま
り
、
連
日
観
衆
で
賑
っ
た
。

第
一
回
勧
業
博
覧
会
の
美
術
の
部
門
は
六
つ
に
区
分
さ
れ
、

第
一
類
（
彫

刻
）
に
は
仏
像
や
歴
史
人
物
像
、
人
形
等
を
は
じ
め
と
し
て
煙
管
、
根
付
そ
の

他
装
身
具
類
、
印
章
、

家
具
調
度
品
等
々

、

種
々
雑
多
な
製
作
物
が
展
示
さ

れ
、
そ
の
中
で
当
時
輸
出
品
と
し
て
脚
光
を
浴
び
て
い
た
牙
彫
の
出
品
が
特
に

盛
況
を
示
し
た
。
こ
れ
ら
の
展
示
は
当
時
の
人
々
の
彫
刻
と
い
う
も
の
の
と
ら

え
方
を
如
実
に
顕
わ
し
て
い
る
。

第
二
類
（
書
画
）
に
は
日
本
画
、
日
本
画
顔
料
、
書
、
油
画
、
縫
箔
、
蒔
絵

諸
器
そ
の
他
が
、
第
三
類
（
剤
勤
）
に
は
版
画
、
版
木
の
類
が
、
第
四
類
（
写

真
）
に
は
名
所
や
人
物
の
写
真
な
ど
が
、
第
五
類
（
エ
案
）
に
は
各
種
建
物
雛

形
が
、
第
六
類
（
嵌
装
）
に
は
象
嵌
金
属
器
、
木
工
品
、
貝
や
鼈
甲
細
工
が
展

示
さ
れ
た
。

右
の
展
示
は
我
が
国
最
初
の
官
設
公
募
展
覧
会
と
も
い
う
べ
く
、
こ
れ
に
よ

っ
て
当
時
の
美
術
界
の
姿
が
露
呈
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
特
に
注
目
す
べ
き

こ
と
は
油
絵
の
出
品
が
盛
ん
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
受
賞
者
の
中
に
も
日
本
画

の
菊
池
容
斎
、
安
田
老
山
、
瀧
和
亭
、
渡
辺
小
華
、
川
端
玉
章
、
幸
野
楳
嶺
、

野
村
文
挙
ら
に
伍
し
て
五
姓
田
義
松
、
山
本
芳
翠
、

高
橋
由
一

、

五
姓
田

ュ

ウ
、
本
多
錦
吉
郎
、
亀
井
至
一

、
田
村
宗
立
ら
洋
画
家
の
名
が
み
え
る
。
こ
の

よ
う
な
絵
画
の
情
況
に
つ
い
て
、
博
覧
会
顧
問
の
ワ
グ
ネ
ル
は
報
告
書
の
中
で

次
の
よ
う
に
述
べ

、
伝
統
画
法
保
存
の
た
め
の
教
育
に
着
手
す
る
よ
う
政
府
当

局
を
促
し
た
。

這
回
上
野
博
覧
會
二
於
テ
日
本
霊
エ
ノ
現
今
専
ラ
油
霊
ノ
術
ヲ
窮
メ
筆
力

健
快
最
天
然
ノ
員
態
ヲ
寓
ス
ニ
巧
ナ
ル
ニ
至
ル
ヘ
シ
然
レ
た
時
好
ノ
油
聾

ニ
移
ル
斯
ノ
如
ク
速
カ
ナ
ル
ハ
日
本
美
術
工
業
二
神
盆
ス
ル
ャ
否
ャ
ハ
未

逮
ヵ
ニ
論
シ
易
カ
ラ
ス
然
リ
而
シ
テ
夫
ノ
鎌
紙
二
聾
ケ
ル
水
墨
ノ
如
キ
古

末
相
博
ノ
風
格
ヲ
失
ハ
サ
ル
ヲ
務
ム
ヘ
シ
否
ラ
サ
レ
ハ
則
チ
年
ヲ
積
ミ
月

ヲ
累
ネ
従
ヒ
テ
美
術
ノ
員
源
ヲ
減
失
ス
ル
ニ
至
ラ
ソ
蓋
シ
新
奇
ノ
時
好
ハ

必
ス
シ
モ
古
有
ノ
聾
法
ヲ
堅
倒
ス
ル
ニ
至
ラ
サ
ル
ヘ
シ
ト
イ
ヘ
圧
宜
ク
更

二
講
堂
教
場
若
ク
ハ
博
物
館
二
於
テ
練
熟
ノ
教
員
ヲ
撰
ヒ
以
テ
古
聾
ノ
各

式
ヲ
保
存
シ
芳
ラ
日
本
霊
術
ノ
秘
訣
ヲ
失
ハ
サ
ラ
シ
ム
ヘ
シ

（
「
ド
ク
ト
ル
、
ワ
グ
ネ
ル
氏
噸
五
内
国
勧
業
博
覧
会
報
告
害
」
東
京
国
立

文
化
財
研
究
所
美
術
部
編
『
明
治
美
術
基
礎
資
料
集
』
昭
和
五
十
年
刊
）

な
お
、
の
ち
に
フ
ェ
ノ
ロ
サ
や
岡
倉
覚
一
＿
一
の
よ
き
協
力
者
と
な
り
、
東
京
美

術
学
校
の
設
立
や
運
営
に
も
関
与
す
る
河
瀬
秀
治
（
号
雲
影
。
天
保
十
二
年
1
明

治
四
十
年
）
は
こ
の
博
覧
会
の
と
ぎ
事
務
官
長
を
つ
と
め
た
が
、
出
品
さ
れ
た
美

術
工
芸
品
の
状
況
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

就
中
美
術
工
藝
品
の
其
惨
憎
た
る
状
態
は
な
か
／
＼
今
日
か
ら
想
像
の
出

来
ぬ
程
で
あ
る
。
剰
さ
へ
此
の
時
一
方
は
西
洋
空
氣
で
満
さ
れ
て
、
椅
子

に
腰
を
か
け
な
け
れ
ば
人
間
で
な
い
様
に
云
ひ
、
何
で
も
舶
来
で
無
け
れ

ば
不
可
ぬ
、
日
本
と
名
の
付
た
も
の
は
取
る
に
足
ら
ぬ
と
云
ふ
様
な
傾
向

で
、
此
の
洋
酔
の
潮
流
は
亦
如
何
と
も
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
そ
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外
流
出
が
続
き
、

の
で
あ
っ
た
。

一
方
、
優
れ
た
伝
統
的
技
法
も
絶
減
の
危
機
に
瀕
し
て
い
た

こ
の
点
は
河
瀕
の
記
憶
違
い
で
あ

世
間
境
遇
の
如
何
に
依
て
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
違
ふ

も
の
か
と
嘆
息
し
た
こ
と
で
す
。
こ
の
博
覧
會
出
品
の
報
告
書
は
、
各
部

の
主
任
で
出
来
ま
し
た
が
、
私
は
特
に
美
術
部
に
就
き
意
見
書
を
出
し
ま

し
た
。
然
る
に
こ
の
時
は
、
大
久
保
内
務
卿
が
兇
刃
に
什
れ
て
、
今
の
伊

藤
侯
が
代
つ
て
内
務
卿
に
な
っ
た
、
此
の
人
は
営
時
西
洋
の
空
氣
の
外
、

思
想
を
引
か
ぬ
人
で
し
た
か
ら
、
恐
ら
く
は
私
の
意
見
書
の
如
き
も
の
は

手
に
も
取
ら
な
か
っ
た
だ
ら
う
と
思
ふ
。

（
「
美
術
界
の
今
昔
」
河
瀬
秀
治
談

『日
本
美
術
』
第
八
十
号。
明
治
一――
十
八
年
十
月
）

こ
の
よ
う
に
博
覧
会
主
催
者
側
の
人
々
の
中
に
伝
統
的
美
術
の
衰
微
を
憂

え
、
保
護
を
訴
え
る
人
が
現
わ
れ
た
が
、
国
政
に
反
映
さ
れ
な
か
っ
た
。
前
述

の
文
部
省
博
物
局
は
明
治
六
年
に
は
博
覧
会
事
務
局
に
統
合
さ
れ
、
古
器
物
保

護
の
啓
蒙
の
た
め
の
博
覧
会
を
開
い
た
り
し
て
は
い
た
が
、
同
八
年
、
博
覧
会

事
務
局
が
内
務
省
所
管
と
な
り
博
物
館
と
改
称
さ
れ
た
の
ち
は
、
古
器
物
保
護

の
業
務
は
片
隅
へ
追
い
や
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
町
田
久
成
や
蛾
川
式
胤
の
よ
う

に
正
倉
院
御
物
や
古
社
寺
宝
物
の
保
存
策
を
講
じ
る
よ
う
訴
え
る
人
た
ち
は
い

た
が
、
政
府
当
局
の
関
心
を
引
く
に
至
ら
ず
、
そ
の
間
に
文
化
財
の
散
侠
、
海

四
年
の
第
二
回
博
閉
会
の
と
き
で
あ
る
か
ら
、

ろ
う
。
ー
編
者
註
〕
、

の
一
例
を
暴
げ
ま
す
れ
ば
、
彼
の
有
名
な
る
加
納
夏
雄
の
彫
刻
の
如
き

は
、
蕉
幕
時
代
に
製
作
せ
ら
れ
た
も
の
と
、
此
の
博
覧
會
へ
出
品
せ
ら
れ

た
物
と
を
比
較
す
る
に
、
宜
に
別
人
の
手
に
成
っ
た
か
と
思
は
れ
る
ほ
ど

劣
つ
て
居
り
ま
し
た
〔
加
納
夏
雄
の
内
国
勧
業
博
究
会
へ
の
初
出
品
は
明
治
十

富
国
策
の
推
進
者
で
あ
る
官
僚
た
ち
の
間
に
は
右
の
よ
う
な
危
機
的
状
況
を

打
開
す
る
た
め
に
民
間
ベ
ー
ス
で
活
動
を
開
始
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
生
じ
、

そ
の
結
果
、
明
治
十
二
年
三
月
に
龍
池
会
が
結
成
さ
れ
た
。
会
名
は
上
野
不
忍

池
畔
の
天
龍
山
生
池
院
で
初
会
を
開
い
た
こ
と
に
因
む
。
会
頭
は
佐
野
常
民

（
元
老
院
議
官
）
、
副
会
頭
は
前
出
の
河
瀬
秀
治
（
大
蔵
省
大
書
記
官
商
務
局
長
）

で
、
両
者
は
と
も
に
ウ
ィ
ー
ソ
万
国
博
覧
会
以
来
、
相
前
後
し
て
海
外
博
覧
会

参
加
の
指
揮
に
あ
た
っ
た
官
僚
で
あ
り
美
術
愛
好
家
で
あ
っ
た
。
当
初
の
会
員

は
二
十
六
名
で
、
大
半
は
官
僚
と
輸
出
業
者
が
占
め
て
い
た
。
彼
ら
は
毎
月
不

忍
池
弁
天
の
社
内
に
古
美
術
品
を
持
ち
寄

っ
て
評
論
会
を
開
い
た
。
翌
十
三
年

六
月
に
は
機
関
誌

『
工
芸
叢
談
』
を
創
刊
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
小
さ
い
団

体
で
あ
っ
た
が
、
佐
野
会
頭
は
こ
の
十
三
年
二
月
に
大
蔵
卿
に
就
任
し
て
お

り
、
会
の
前
途
は
洋
々
た
る
も
の
が
あ
っ
た
。
か
く
て
、
日
本
画
各
派
の
画
家

た
ち
も
次
々
と
入
会
し
、
年
を
逐
っ
て
発
展
し
、
明
治
二
十
年
に
は
日
本
美
術

協
会
と
な
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
同
会
結
成
よ
り
二
年
後
に
は
姉
妹
団
体
と
も
言
う
べ
き
彫
刻
競
技
会

（
会
頭
河
瀬
秀
治
）
も
発
足
し
て
い
る
。

こ
れ
は
第
一
回
内
国
勧
業
博
覧
会
を

契
機
と
し
て
生
ま
れ
た
勧
工
会
と
称
す
る
彫
エ
、
製
造
販
売
業
者
ら
の
組
織
が

発
展
し
た
も
の
で
、
の
ち
に
伝
統
的
彫
刻
家
の
全
国
的
組
織
で
あ
る
彫
工
会
と

な
り
、
最
終
的
に
は
日
本
美
術
協
会
に
吸
収
さ
れ
る
。

さ
て
、
明
治
十
年
代
に
は
一
般
に
従
来
の
極
端
な
欧
化
主
義
に
対
す
る
反
発

と
し
て
の
国
粋
主
義
的
動
向
が
現
れ
、
二
十
年
代
、
そ
れ
が
著
し
い
興
隆
を
示

龍

池

会
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